
県民文化部
１ 　 要求総額

（千円、％）

会 計 名 (A)/(B)

一 般 会 計 33,576,965 29,267,441 4,309,524 114.7

母 子 父 子 寡 婦 福 祉
資金貸付金特別会計 432,491 548,099 △ 115,608 78.9

※今後、国の制度変更等に伴い、予算案の内容が要求時のものと大幅に変わる可能性があります。

 （一般会計課別内訳）
（千円、％）

課　　　　名 (A)/(B) 連絡先

文 化 政 策 課 6,495,681 2,812,765 3,682,916 230.9
FAX 026-235-7284
ﾒｰﾙ bunka@pref.nagano.lg.jp

県 民 協 働 課 16,335 11,546 4,789 141.5
FAX 026-235-7258
ﾒｰﾙ kyodo-npo@pref.nagano.lg.jp

く ら し 安 全 ・
消 費 生 活 課 288,176 184,467 103,709 156.2

FAX 026-223-6771
ﾒｰﾙ kurashi-
shohi@pref.nagano.lg.jp

人 権 ・ 男 女
共 同 参 画 課 242,818 279,704 △ 36,886 86.8

FAX 026-235-7389
ﾒｰﾙ jinken-danjo@pref.nagano.lg.jp

国 際 課 153,155 140,625 12,530 108.9
FAX 026-232-1644
ﾒｰﾙ kokusai@pref.nagano.lg.jp

次世代サポート課 257,110 312,028 △ 54,918 82.4
FAX 026-235-7087
ﾒｰﾙ jisedai@pref.nagano.lg.jp

こ ど も ・ 家 庭 課 16,721,923 16,175,407 546,516 103.4
FAX 026-235-7390
ﾒｰﾙ kodomo-
katei@pref.nagano.lg.jp

私学・高等教育課 9,401,767 9,350,899 50,868 100.5
FAX 026-235-7499
ﾒｰﾙ shigaku-koto@pref.nagano.lg.jp

２ 　要求のポイント

３ 　事業体系 （別紙１）

４ 　主要事業一覧 （別紙２）

５ 　事業改善シート 県公式ホームページをご覧ください。
（http://www.pref.nagano.lg.jp/seibun/kensei/soshiki/yosan/h30/tousyo/gaiyousheet.html）
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平成29年(2017年)12月14日
県民文化部文化政策課企画経理係
（課長）中坪　成海　（担当）加藤　康治
電話 ：026-235-7281(直通)
         026-232-0111(内線2521)
FAX ：026-235-7284
E-mail bunka@pref.nagano.lg.jp

　次期総合５か年計画の初年度として、基本目標の「確かな暮らしが営まれる美しい信州～学びと自治の力で拓く新時
代～」の実現に向けて、県民一人ひとりが心豊かに安心して暮らすことができるよう、県民生活に密接に関連する施策
を部局間連携を図りながら一体的に推進します。
◆重点的に取組む施策
　　・子ども・子育て、若者支援の充実　　　　　　　　・女性の活躍推進
　　・文化芸術の振興　　　　　　　　　　　　　　　　　　・消費生活の安定と向上

平 成 30 年 度 当 初 予 算 の 要 求 概 要

30年度要求額
(A)

29年度当初予算額
(B)

差引増減
(A)-(B)

30年度要求額
(A)

29年度当初予算額
(B)

差引増減
(A)-(B)

※予算要求に関するご意見・ご要望については、担当課へ平成30年1月12日（金曜日）までにお寄せください。

資料６－２



３　事業体系
県民文化部

基本目標 施策の基本方針 重点政策 H３０主要事業 №
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1

高等教育の振興による
知の拠点づくり

信州高等教育支援センター事業費 2確
か
な
暮
ら
し
が
営
ま
れ
る
美
し
い
信
州
　
～
学
び
と
自
治
の
力
で
拓
く
新
時
代
～

学びの県づくり
生きる力と創造力を育
む教育の推進

大学進学・修学のための奨学金給付
事業費

文化施設等大規模改修等事業費

信濃美術館整備事業費

人をひきつける快適
な県づくり

心豊かな暮らしを実現
する文化芸術の振興

県民文化会館・ウイーン楽友会館
姉妹提携事業費

産業の生産性が高い
県づくり

海外との未来志向の
連携

国際関係パートナーシップ強化事業費
等

消費生活安定向上事業費

いのちを守り育む県
づくり

生命・生活リスクの軽減 交通安全推進事業費

若者のライフデザイン
の希望実現

ながの出会い応援プロジェクト
事業費

3

誰にでも居場所と出
番がある県づくり

女性が輝く社会づくり 女性活躍推進事業費

5

信州やまほいく（信州型自然保育）
普及事業費

4

子育て支援総合助成金事業費

児童相談所・一時保護所等機能
充実事業費

8

子ども・若者が夢を持
てる社会づくり

官民協働の子どもの居場所
「信州こどもカフェ」推進事業費

6

　新　児童福祉施設多機能化等促進
事業費

7

困難を有する子ども・若者の社会的
自立支援事業費

9

自治の力みなぎる県
づくり

個性豊かな地域づくり
の推進

NPOとの協働推進事業費



４ 主要事業一覧（次世代サポート課、こども・家庭課、私学・高等教育課）

1
大学進学・修学のための奨
学金給付事業費

[040701]

こども・家庭課 H30要求

2 信州高等教育支援センター
事業費
[040801]

*産学官の連携による取組数：325(H28)→維持向上（H30)

私学・高等教育課 H30要求

3
ながの出会い応援プロジェ
クト事業費
[040601]

次世代サポート課 H30要求

3

県民文化部

県内高等教育機関の魅力向上と産学官連携による県内への人材定着に取り
組むため、信州高等教育支援センターにより、高等教育振興施策を積極的に
推進します。

　　　・大学生海外インターンシップ支援事業
　　　・信州で学ぼう!魅力発信事業　　　等

*県内大学収容力：17.0％(H29.4)→18.0％(H31.4)

*県内大学志願者数：15,592人(H29.4入学者)→15,832人(H31.4入学者)

*県内大学生インターンシップ参加率：22.8％(H28)→36.1％(H30)

15,104 H29当初 21,378

19,167 H29当初 24,706

未婚者の増加や晩婚化の進行が少子化の主な要因であるとの認識のもと、出
会いの機会を拡大するため、「長野県婚活支援センター」を拠点として、市町
村や企業等と連携して結婚を希望する方を応援します。

　　　・お見合い支援レベルアップ研修
　　　・婚活サポーターの認定・活動支援
（拡）・企業向けセミナー及び企業・異業種間交流の実施
（新）・大学生のライフプラン形成支援事業

*県と市町村等の結婚支援事業による婚姻件数：233件(H28)→272件(H30)

事　業　名
［事業改善シート番号］ 事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）

(＊は成果目標）

経済的な困難を抱えながら、大学・短大等で学ぶ意欲や能力のある学生の修
学継続を応援するため、奨学金を給付します。

（拡）・〔ルートイングループ寄附金等活用〕
　　　　飛び立て若者！奨学金給付事業
　　　　児童養護施設入所児童等が大学・短大等に修学する際に奨学金を
　　　　給付
　　　・〔一部こどもの未来支援基金活用〕
　　　　県内大学進学・修学奨学金給付事業
　　　　住民税非課税世帯等の児童に対し、県内大学・短大に進学する際の
　　　　入学金等一時金及び在学中の奨学金を給付
 

*奨学金給付　新規決定者数：40人（H30）

（一部　「ルートイングループ・永山勝利」大学修学等支援基金、こどもの未来支援基
金活用事業）

46,789 H29当初 30,339



事　業　名
［事業改善シート番号］ 事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）

(＊は成果目標）

4
信州やまほいく（信州型自
然保育）普及事業費
[040601]

次世代サポート課 H30要求

5
子育て支援総合助成金事
業費
[040703]

こども・家庭課 H30要求

6

官民協働の子どもの居場所
「信州こどもカフェ」推進事
業費

[040701]

こども・家庭課 H30要求

4

学習支援、食事提供、悩み相談等を行う“一場所多役”の子どもの居場所「信
州こどもカフェ」の普及拡大を図るため、地域プラットフォームをベースに、こど
もカフェ運営の担い手となるコーディネーターや各機能ボランティアの発掘・育
成を支援します。

*コーディネーター等人材育成研修会参加者数：延べ500人（H30）

4,900 H29当初 5,774

105,632 H29当初 101,184

子育て支援の取組を一層推進するため、地域の実情に応じて次の事業を実
施する市町村を県が独自に支援します。

　　・ 事業主体　市町村
　　・ 補助率　　１/2
　　・ 事業内容
（拡）低年齢児保育支援事業
　　　認可外保育施設児童処遇向上事業
　　　社会福祉施設代替職員雇用事業
　　　市町村提案事業

*保育所等利用待機児童数：0人(H29.4)→0人(H31.4)

幼児期の子どもの自己肯定感、創造力、耐久力、回復力などの「人間力の基
本」となる能力を育むため、信州の豊かな自然環境と多様な地域資源を活用し
た「信州やまほいく（信州型自然保育）」の普及を推進します。

　　　・信州型自然保育認定制度に基づく団体認定及び制度検証
（新）・信州やまほいく認定団体保育環境等整備事業
　　　・自然保育研修交流会の開催
　　　・自然保育専門研修事業
　　　・信州型自然保育広報事業
　　　・自然保育ポータルサイト「信州やまほいくの郷」の運営

*信州やまほいく（信州型自然保育）認定団体数：152（H29）→191（H30）

（一部　ふるさと信州寄付金基金、森林づくり県民税基金活用事業）

33,212 H29当初 21,948



事　業　名
［事業改善シート番号］ 事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）

(＊は成果目標）

【新】

7
児童福祉施設多機能化等
促進事業費

[040702]

こども・家庭課 H30要求

8
児童相談所・一時保護所等
機能充実事業費

[040702]

こども・家庭課 H30要求

9
困難を有する子ども・若者
の社会的自立支援事業費
[040602]

次世代サポート課 H30要求

5

15,386 H29当初 14,464

ニート・ひきこもりだけでなく、不登校や発達障がいなども含めた困難を有する
子ども・若者への支援について、多様な観点から今後の望ましい支援のあり方
について有識者を交えて検討します。また、公的機関と民間団体との連携によ
る訪問支援や社会的自立に向けた支援を行う民間団体への助成を行います。

　  　・困難を有する子ども・若者の自立に向けた居場所の支援
      ・困難を有する子ども・若者を支援する人材の育成
（新）・困難を有する子ども・若者への新たな支援制度の検討

*民間団体が運営する居場所の支援対象者数：60人（H28）→現況以上（H30)

児童虐待をはじめ、複雑・困難化する相談に迅速・的確に対応するため、弁護
士の配置を充実することにより、法的対応機能の更なる強化を図ります。
また、一時保護所における学習支援員の配置を充実するとともに、一時保護
委託施設に学習サポーターを派遣することにより、一時保護中の児童に対す
る学習環境の改善を図ります。

12,840 H29当初 6,222

16,936 H29当初 0

児童福祉法及び「新しい社会的養育ビジョン」で示されている家庭養育原則を
実現するため、児童福祉施設の専門性の活用及び多機能化等の促進により、
社会的養護の充実・強化を図ります。

　　　・里親包括的支援事業
　　　　里親のリクルートから、研修、支援までを一貫して担う里親支援機関に
　　　　よる質の高い里親養育体制を構築
　　　・産前・産後母子支援事業
　　　　産科医療機関、乳児院等の専門機関が連携し、出産後の養育にリスク
　　　　を抱える妊婦等への支援を行う体制を構築

*里親等委託率：13.2％(H28)→18.4％(H30)


